
214

哲
学
研
究
　
第
五
百
置
十
五
号

書
評
　
第
一

隈
元
忠
敬
著
『
フ
ィ
ヒ
テ
「
全
知
識
学
の
基
礎
」
の
研
究
』

（
ま
え
が
き
二
頁
。
目
次
五
頁
。
本
文
三
二
七
頁
。
文
献
、
人

名
・
用
語
索
引
十
三
頁
。
悪
水
社
、
昭
和
六
十
一
年
刊
。
）

長
　
澤
　
邦
　
彦

　
塞
書
す
な
わ
ち
隈
元
忠
敬
氏
の
『
フ
ィ
ヒ
テ
「
全
知
識
学
の
基
礎
」
の

研
究
』
は
、
古
来
哲
学
徒
に
と
っ
て
必
読
難
解
の
書
と
言
わ
れ
た
フ
ィ
ヒ

テ
前
期
の
主
著
『
全
知
識
学
の
基
礎
』
全
篇
に
わ
た
る
詳
細
綿
密
な
る
研

究
書
で
あ
る
。
フ
ィ
ヒ
テ
の
『
基
礎
』
は
従
来
カ
ン
ト
か
ら
シ
ェ
リ
ン
グ
、

へ
！
ゲ
ル
へ
の
過
渡
的
な
位
置
づ
け
を
与
え
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
が
フ
ィ

ヒ
テ
生
誕
二
百
年
の
一
九
六
二
年
以
来
の
い
わ
ゆ
る
フ
ィ
ヒ
テ
・
ル
ネ
サ

ン
ス
を
通
じ
て
後
期
フ
ィ
ヒ
テ
像
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
フ
ィ
ヒ
テ
哲
学
独

自
の
意
義
が
強
調
さ
れ
た
。
わ
が
国
に
お
い
て
も
そ
の
問
、
優
れ
た
本
格

的
な
二
つ
の
フ
ィ
ヒ
テ
研
究
書
、
即
ち
本
書
の
著
者
隈
　
7
5
氏
の
『
フ
ィ
ヒ

テ
知
識
学
の
研
究
』
（
協
同
出
版
、
昭
和
四
五
年
刊
）
や
大
峰
顕
氏
の
『
フ
ィ

ヒ
テ
研
究
』
（
創
文
社
、
昭
和
五
…
年
刊
）
が
著
わ
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
本

書
に
お
い
て
著
者
は
、
『
全
知
識
学
の
基
礎
』
の
み
を
取
り
あ
げ
、
そ
し

て
そ
の
全
篇
を
詳
細
に
検
討
し
、
カ
ン
ト
や
へ
；
ゲ
ル
に
還
元
さ
れ
な
い

フ
ィ
ヒ
テ
知
識
学
の
特
性
を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
す
る
。
著
者
隈
元
忠
敬

「
二
四

氏
は
、
　
一
九
八
五
』
ヰ
ド
イ
ツ
に
先
だ
っ
て
我
国
に
剣
…
設
さ
’
れ
た
日
本
フ
ィ

ヒ
テ
協
会
の
会
長
と
し
て
、
ま
た
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
ラ
ウ
ト
教
授
と
の
交
流

や
国
際
フ
ィ
ヒ
テ
学
会
へ
の
参
加
等
を
通
じ
て
、
名
実
共
に
我
函
を
代
表

す
る
フ
ィ
ヒ
テ
研
究
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
本
書
は
そ
の
著
者
の
、

フ
ィ
ヒ
テ
研
究
史
上
に
先
例
の
な
い
『
全
知
識
学
の
基
礎
』
全
篇
に
わ
た

る
詳
細
な
る
研
究
書
で
あ
る
。
な
お
同
著
者
に
は
本
書
と
ほ
ぼ
同
時
期
に

幽
版
さ
れ
た
、
『
全
知
識
学
の
基
礎
』
の
薪
訳
と
一
八
一
〇
年
の
『
知
識

学
梗
概
』
の
訳
と
を
併
録
し
た
『
フ
ィ
ヒ
テ
全
知
識
学
の
基
礎
・
知
識
学

梗
塀
仙
』
　
（
瀞
快
水
心
、
　
昭
和
六
一
年
州
判
）
が
あ
る
。

　
さ
て
本
書
に
お
け
る
著
者
の
フ
ィ
ヒ
テ
解
釈
上
の
主
要
な
観
点
は
次
の

こ
点
で
あ
る
。
ま
ず
第
｝
に
霞
我
と
絶
対
者
と
を
未
分
の
形
で
含
ん
で
い

る
絶
対
我
を
知
識
学
の
全
体
像
か
ら
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
す
る
点
で
あ
る
。

そ
し
て
第
二
に
は
、
フ
ィ
ヒ
テ
の
自
覚
は
自
我
の
自
由
を
基
軸
に
し
て
存

在
と
連
関
し
て
お
り
、
存
在
の
意
識
と
し
て
存
在
と
自
我
と
の
「
聖
書
構

造
」
に
お
い
て
捉
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
れ
は
カ
ン
ト

や
ヘ
ー
ゲ
ル
に
還
元
さ
れ
得
ぬ
フ
ィ
ヒ
テ
知
識
学
の
特
性
を
承
し
て
い
る

と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
為
さ
れ
る
著
者
の
『
フ
ィ
ヒ

テ
「
全
知
識
学
の
基
礎
」
の
研
究
』
は
次
の
よ
う
な
構
成
と
な
っ
て
い

る
。

第
三
早

第
二
章

第
三
章

第
四
章

第
五
章

フ
ィ
ヒ
テ
知
識
学
の
基
礎
構
造

三
原
…
則
の
構
造

理
論
的
知
識
学

実
賎
的
知
識
学

フ
ィ
ヒ
テ
後
期
へ
の
展
望
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第
一
章
は
著
者
の
フ
ィ
ヒ
テ
知
識
学
に
対
す
る
基
本
的
見
解
、
第
二
章
、

第
三
章
、
第
四
章
は
『
基
礎
』
の
各
篇
に
わ
た
る
綿
密
周
到
な
考
察
、
そ

し
て
第
五
章
は
後
期
知
識
学
に
お
け
る
「
光
」
な
ら
び
に
「
存
在
」
の
解

明
と
な
っ
て
い
る
。
以
下
順
を
追
っ
て
本
誌
の
内
容
の
概
略
を
紹
介
す
る
。

（
本
説
暑
中
、
フ
ィ
ヒ
テ
の
訳
語
は
す
べ
て
本
書
に
お
い
て
著
者
自
身
が

使
用
し
て
い
る
も
の
を
採
用
す
る
。
）

【

　
本
書
冒
頭
に
お
い
て
著
者
は
、
フ
ィ
ヒ
テ
と
カ
ン
ト
、
ラ
イ
ン
ホ
ル
ト
、

ヤ
コ
ー
ビ
と
の
比
較
考
察
を
簡
潔
に
試
み
た
後
、
フ
ィ
ヒ
テ
知
識
学
の
根

本
性
格
を
ヘ
ー
ゲ
ル
弁
証
法
と
の
対
比
に
お
い
て
「
対
立
の
統
ご
と
特

色
づ
け
る
。
ヘ
ー
ゲ
ル
の
『
差
異
論
文
』
の
フ
ィ
ヒ
テ
批
判
以
来
、
フ
ィ

ヒ
テ
知
識
学
に
お
け
る
当
為
の
立
場
は
真
の
統
一
に
達
せ
ざ
る
不
完
全
な

る
総
合
の
立
場
と
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
に
対
し
て
著
者
は
、
フ
ィ
ヒ
テ
知

識
学
の
特
性
を
「
制
限
的
弁
証
法
」
と
す
る
W
・
ヤ
ン
ケ
、
「
総
合
的
積

極
的
弁
証
法
」
と
す
る
K
・
ハ
ン
マ
ッ
ハ
ー
、
「
実
践
的
・
動
的
総
合
」

と
す
る
木
村
素
衛
の
見
解
を
紹
介
批
評
し
た
後
、
自
ら
の
フ
ィ
ヒ
テ
解
釈

を
「
対
立
の
ま
ま
の
統
「
」
、
「
無
限
と
有
限
と
の
対
立
に
よ
る
統
一
」
、

「
実
践
的
努
力
の
中
で
の
対
立
の
統
一
」
と
し
て
示
し
、
こ
の
観
点
を
次

の
よ
う
に
ま
と
め
る
。
「
フ
ィ
ヒ
テ
に
お
い
て
は
、
　
一
方
、
自
我
と
非
我

と
の
対
立
は
統
…
の
中
に
単
に
止
揚
さ
れ
消
滅
さ
れ
る
の
で
は
な
く
て
、

む
し
ろ
対
立
は
統
一
に
お
い
て
は
じ
め
て
そ
の
対
立
た
る
の
真
相
に
至
る

と
と
も
に
、
桝
方
、
統
…
は
対
立
を
単
に
宥
和
さ
せ
る
の
で
は
な
く
て
、

む
し
ろ
対
立
が
あ
る
が
故
に
こ
そ
統
一
の
実
を
得
る
ご
と
き
構
造
を
も
つ
。

書
　
評
　
第
　
一

対
立
と
統
一
は
単
に
相
反
す
る
自
我
の
働
き
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
同
時

に
相
表
裏
す
る
底
の
も
の
で
あ
る
。
し
こ
う
し
て
著
者
は
「
フ
ィ
ヒ
テ
弁

証
法
」
の
構
造
を
「
対
立
の
統
一
」
と
名
づ
け
る
の
で
あ
る
。
（
三
八
頁
）

　
こ
の
よ
う
に
フ
ィ
ヒ
テ
知
識
学
を
、
対
立
と
統
一
と
が
　
「
相
表
裏
す

る
」
と
こ
ろ
の
「
対
立
の
統
…
」
と
し
て
の
「
弁
証
法
」
と
捉
え
る
点
が
、

著
者
の
全
篇
を
貫
く
基
本
的
な
見
解
で
あ
る
。
以
下
こ
の
基
本
的
観
点
か

ら
『
基
礎
』
の
各
部
門
が
、
つ
ま
り
三
原
則
、
理
論
的
部
門
、
実
践
的
部

門
が
そ
れ
ぞ
れ
詳
細
に
検
討
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
際
著
者
は
著
者

独
自
の
展
開
を
急
ぐ
こ
と
な
く
、
フ
ィ
ヒ
テ
の
叙
述
に
卜
し
て
あ
く
ま
で

も
フ
ィ
ヒ
テ
を
離
れ
ず
フ
ィ
ヒ
テ
と
共
に
歩
む
姿
勢
を
貫
ぬ
い
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
読
者
も
著
者
と
共
に
フ
ィ
ヒ
テ
自
身
の
思
索
の
深
み
に
自
ら

参
入
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
。
以
下
に
お
い
て
、
本
書
第
…
章
と
そ
れ

以
後
の
席
亭
と
に
お
け
る
著
者
の
『
基
礎
』
三
部
門
に
わ
た
る
見
解
を
、

そ
れ
ぞ
れ
各
部
門
ご
と
に
ま
と
め
て
紹
介
す
る
。

　
著
老
は
ま
ず
三
原
則
の
体
系
を
「
対
立
の
統
＝
と
し
て
捉
え
、
特
に

第
一
原
則
は
体
系
原
理
と
し
て
「
対
立
の
統
一
」
の
原
型
を
包
蔵
し
て
い

る
と
考
え
、
第
「
原
則
の
絶
対
我
を
単
に
絶
対
者
と
見
る
こ
と
を
拒
否
す

る
。
フ
ィ
ヒ
テ
自
身
の
事
行
の
表
現
、
「
自
我
は
端
的
に
あ
る
、
す
な
わ

ち
自
我
は
あ
る
が
故
に
端
的
に
あ
り
、
自
我
は
自
我
が
あ
る
と
こ
ろ
の
も

の
で
端
的
に
あ
る
。
両
老
は
自
我
に
対
し
て
。
」
に
お
い
て
自
我
の
能
動

性
は
「
故
に
」
と
「
も
の
」
と
の
対
立
を
も
ち
、
両
者
が
対
自
的
に
自
覚

態
に
お
い
て
統
一
さ
れ
て
い
る
。
著
者
は
こ
れ
が
以
後
の
「
対
立
の
統

ご
の
「
原
型
」
で
あ
る
と
言
う
。
事
行
我
は
働
く
も
の
で
あ
る
と
同
時

一
二
五
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に
働
き
の
産
物
で
あ
る
が
、
著
者
に
よ
れ
ば
、
そ
こ
で
両
者
は
「
対
立
の

故
に
こ
そ
不
可
分
」
な
の
で
あ
る
。
自
我
は
主
観
と
客
観
と
の
同
一
性
で

あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
も
著
者
は
、
両
者
は
「
対
立
の
ま
ま
に
」
、
「
対

立
す
る
が
故
に
」
合
一
す
る
の
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
は
主
客
を
媒
介
す
る

第
三
者
に
よ
る
総
合
で
は
な
く
、
実
は
両
者
の
対
立
そ
の
も
の
が
、
両
者

の
統
嶋
と
「
相
表
裏
」
し
て
い
る
と
書
う
の
で
あ
る
。
（
四
一
頁
）
そ
こ
に

働
く
自
我
は
、
万
物
を
無
か
ら
創
造
し
支
配
す
る
絶
対
者
で
は
な
く
、
万

物
創
造
の
理
、
万
物
の
発
生
を
洞
見
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
う
。

　
フ
ィ
ヒ
テ
は
三
原
踏
を
正
立
・
反
立
・
総
合
と
し
て
捉
え
て
い
る
が
、

そ
の
総
合
は
可
分
性
の
概
念
へ
の
「
下
降
」
で
あ
り
、
反
立
と
「
相
互
補

全
」
の
関
係
に
あ
り
、
正
立
は
反
立
と
総
合
と
の
「
表
現
構
造
」
の
根
鷹

に
あ
っ
て
両
者
を
可
能
に
し
て
い
る
。
総
合
は
「
対
立
の
止
揚
」
で
は
な

く
て
、
「
対
立
の
裏
薗
」
で
あ
る
。
自
我
と
非
我
と
が
「
反
立
す
る
こ
と

が
真
に
総
合
さ
れ
る
ゆ
え
ん
」
（
四
三
貰
）
な
の
で
あ
る
。
絶
対
我
は
完
結

し
た
絶
対
者
で
は
な
く
、
対
立
を
通
じ
て
自
ら
を
完
成
し
て
い
く
の
で
あ

り
、
実
践
に
お
い
て
は
自
我
の
努
力
の
源
泉
で
あ
り
、
か
つ
追
求
さ
る
べ

き
理
念
で
あ
る
。
「
対
立
の
統
一
」
の
真
意
は
、
単
に
対
立
す
る
も
の
が

三
編
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
「
対
立
の
根
底
に
す
で
に
あ
る

と
こ
ろ
の
統
一
」
（
四
四
頁
）
が
、
「
対
立
の
場
に
対
立
を
通
じ
て
」
み
ず

か
ら
を
現
わ
す
と
い
う
点
に
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
玉
本
的
観
点

か
ら
、
第
二
章
に
お
い
て
は
三
原
則
の
構
造
が
、
知
識
学
に
お
け
る
不
可

避
的
循
環
、
事
実
と
群
行
の
根
異
、
定
立
と
存
在
と
自
覚
と
の
達
関
、
自

我
の
自
己
定
立
と
非
我
の
反
立
の
可
分
性
に
よ
る
総
合
等
を
逓
じ
て
具
体

釣
に
玉
吟
さ
れ
る
。

二
一
六

　
理
論
的
部
門
に
関
し
て
は
、
フ
ィ
ヒ
テ
の
知
識
学
が
、
（
一
）
観
念
論
・

実
在
論
・
批
判
的
観
念
論
、
（
二
）
質
的
と
量
的
、
（
三
）
限
定
と
交
互
限

定
、
（
四
）
自
覚
、
と
い
う
四
つ
の
主
導
的
モ
チ
コ
フ
の
連
関
に
よ
り
解

明
さ
れ
る
。
知
識
学
の
批
判
的
量
的
観
念
論
と
し
て
の
立
場
は
「
独
立
的

能
動
性
」
と
「
交
互
的
能
動
受
動
」
と
の
関
連
な
ら
び
に
「
作
矯
性
」
と

「
実
体
性
」
と
の
対
比
を
軸
に
し
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
自
我
と
非
我
と

は
独
断
的
質
的
な
対
立
と
し
て
で
は
な
く
、
実
在
性
の
量
の
霊
異
と
し
て

捉
え
ら
れ
、
そ
の
関
係
の
内
に
自
我
の
自
覚
が
自
ら
を
翼
わ
す
。
著
者
に

よ
れ
ば
、
そ
れ
は
「
対
立
の
統
　
」
に
お
い
て
、
「
対
立
の
根
底
に
あ
る

統
…
」
が
自
ら
を
現
わ
す
こ
と
な
の
で
あ
る
。
（
照
七
頁
）

　
か
く
し
て
第
三
章
に
お
い
て
は
、
第
三
原
則
中
に
含
ま
れ
る
二
命
題
の

…
っ
「
自
我
は
自
己
葭
身
を
、
非
我
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
た
も
の
と
し
て

定
立
す
る
」
と
い
う
理
論
的
知
識
学
の
原
則
の
分
析
の
結
果
、
非
我
に
よ

る
霞
我
の
限
定
と
自
我
の
自
己
限
定
と
を
得
、
そ
こ
か
ら
自
我
の
実
在
性

と
非
我
の
否
定
性
と
の
交
互
限
定
が
説
か
れ
る
。
自
我
と
非
我
と
は
両
者

が
ま
ず
亭
々
に
存
在
し
て
い
て
、
あ
と
か
ら
関
係
す
る
の
で
は
な
く
、

「
自
我
は
み
ず
か
ら
の
裏
面
に
常
に
非
我
を
伴
っ
て
い
る
。
両
者
は
表
裏

の
関
係
に
あ
る
。
」
（
一
四
〇
頁
）
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
自
我
の
受
動
と
非

我
の
実
在
性
と
の
関
連
か
ら
「
愛
用
性
」
が
、
自
我
の
限
定
・
被
限
定
に

関
し
自
我
の
定
量
の
能
動
性
か
ら
「
実
体
性
」
が
得
ら
れ
る
。
こ
の
作
用

性
と
実
体
性
と
の
関
連
と
、
さ
ら
に
「
独
立
的
能
動
性
」
と
「
交
互
的
能

動
受
動
」
と
の
相
互
連
闘
を
通
じ
て
、
哲
学
上
の
諸
々
の
立
場
が
位
置
づ

け
ら
れ
、
最
終
的
に
「
総
括
」
と
「
会
通
」
N
屋
p
ヨ
ヨ
窪
霞
。
ゑ
。
β
と
の
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「
構
想
力
」
に
よ
る
総
合
に
至
り
、
「
批
判
的
量
的
観
念
論
」
と
し
て
の

知
識
学
の
立
場
に
達
す
る
。
構
想
力
は
、
対
立
す
る
自
我
と
非
我
と
を

「
対
立
の
ま
ま
に
包
ん
で
」
、
そ
れ
を
自
我
の
無
限
性
と
限
局
と
の
「
表

裏
構
造
」
の
上
に
基
礎
づ
け
る
。
こ
こ
に
お
い
て
実
在
論
と
観
念
論
と
は

単
に
相
異
な
る
系
列
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
「
相
補
う
べ
き
表
と
裏
」
で

あ
り
、
自
我
の
全
一
的
活
動
の
二
側
爾
な
の
で
あ
る
。
（
　
九
六
頁
）
こ
の

よ
う
に
し
て
展
開
さ
れ
る
理
論
的
部
門
各
段
階
に
お
け
る
分
析
総
合
の
全

過
程
を
逐
一
紹
介
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
こ
に
見
ら
れ
る
フ
ィ
ヒ

テ
自
身
の
強
靱
な
る
思
索
を
追
遂
行
し
再
構
成
す
る
著
者
の
綿
密
精
緻
な

考
察
は
、
ま
さ
に
長
年
フ
ィ
ヒ
テ
と
共
に
歩
ま
れ
た
著
者
な
ら
で
は
の
力

量
を
示
し
て
余
り
あ
る
も
の
で
あ
る
。

　
実
践
的
部
門
に
お
い
て
は
、
（
一
）
絶
対
我
一
無
限
性
－
自
己
内
編
帰

の
能
動
性
、
（
二
）
知
性
我
－
有
限
性
－
客
観
的
能
動
性
、
（
三
）
客
観
一

非
我
一
客
観
の
能
動
性
と
い
う
三
つ
の
モ
メ
ン
ト
が
指
摘
さ
れ
、
そ
の
連

関
の
内
に
自
我
の
努
力
の
真
相
が
解
開
さ
れ
る
。
客
観
が
定
立
さ
れ
る
か

ぎ
り
、
無
限
我
の
能
動
性
と
対
象
の
能
動
性
と
は
端
的
に
等
し
く
あ
る

ヘ
　
　
へ

べ
き
で
あ
る
。
自
我
が
こ
の
要
求
に
も
と
づ
い
て
客
観
に
か
か
わ
る
仕
方

が
「
努
力
」
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
努
力
が
な
け
れ
ば
客
観
は
な
い
の
で

あ
る
。
こ
の
努
力
と
は
自
我
の
無
限
性
と
客
観
と
を
「
対
立
の
ま
ま
に
合

一
す
る
弁
証
法
の
統
一
し
（
五
四
頁
）
で
あ
る
。
動
的
緊
張
的
対
立
の
中
に

か
え
っ
て
合
一
が
成
り
立
つ
。
こ
れ
ま
た
「
対
立
の
統
一
」
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
自
我
は
努
力
す
る
と
共
に
、
努
力
す
る
も
の
と
し
て
自
己
を

知
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
自
我
の
能
動
性
の
阻
止
と
回
復
と
を

書
　
評
　
第
　
一

通
じ
て
自
己
同
一
性
を
保
持
し
よ
う
と
す
る
「
自
我
の
自
知
」
で
あ
り
、

「
対
立
の
統
一
の
自
覚
」
で
あ
る
。
そ
し
て
著
者
は
、
「
自
我
に
お
け
る

対
立
の
統
一
は
結
局
の
と
こ
ろ
自
我
の
自
知
の
要
求
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て

い
る
」
（
五
六
頁
）
と
言
う
の
で
あ
る
。
自
我
の
本
質
は
無
限
を
満
た
そ
う

と
す
る
努
力
で
あ
り
、
そ
の
根
底
に
は
絶
対
我
の
理
念
が
あ
る
。
こ
の
絶

対
我
の
自
己
実
現
と
自
我
の
努
力
と
は
「
相
表
裏
し
、
対
立
の
統
一
」
を

な
し
て
い
る
。
フ
ィ
ヒ
テ
的
自
我
の
根
本
構
造
を
示
す
「
対
立
の
統
「
」

は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
弁
証
法
に
お
け
る
「
対
立
の
統
…
」
と
は
厳
密
に
区
別
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
フ
ィ
ヒ
テ
弁
証
法
は
「
べ
し
」
の
体
系
で
あ
り
、

「
宥
和
的
な
統
一
で
は
な
く
て
む
し
ろ
対
立
的
統
一
」
で
あ
り
「
対
立
す

る
が
故
に
統
一
が
な
さ
れ
る
」
の
で
あ
る
（
五
九
買
）
と
著
者
は
言
う
。

　
こ
の
よ
う
な
基
本
的
見
解
に
し
た
が
っ
て
第
四
章
に
お
い
て
は
、
実
践

的
原
則
中
の
知
性
我
と
絶
対
我
と
の
「
主
要
反
立
」
訟
き
群
星
聾
鋸
商
か

ら
出
発
し
、
自
我
の
非
我
に
対
す
る
因
果
性
の
課
題
を
経
て
、
非
我
反
立

の
真
相
を
探
究
し
、
自
我
の
純
粋
能
動
性
と
客
観
的
能
動
性
と
の
因
果
関

係
を
介
し
て
自
我
の
客
観
へ
の
因
果
性
を
解
明
す
る
。
自
我
の
純
粋
能
動

性
は
可
能
的
客
観
へ
の
関
係
に
お
い
て
は
努
力
と
し
て
現
わ
れ
る
。
努
力

な
く
し
て
客
観
は
な
い
。
自
我
の
内
に
一
つ
の
不
等
性
・
制
限
が
現
わ
れ
、

自
我
の
自
同
性
と
抗
争
す
る
。
自
我
の
能
動
性
の
阻
止
と
回
復
と
は
、

「
相
表
裏
す
る
」
相
互
性
と
し
て
「
そ
れ
自
体
に
お
い
て
す
で
に
」
総
合

的
に
A
三
さ
れ
て
い
る
。
（
二
一
一
西
窓
）
さ
ら
に
自
我
の
無
限
的
客
観
的
能

動
性
と
有
限
的
客
観
的
能
動
性
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
現
実
的
客
観
と
理
想
的

客
観
へ
の
関
係
に
お
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
、
つ
い
に
は
無
限
と
有
限
と
の

対
立
が
「
当
為
」
・
「
努
力
」
の
概
念
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
。
自
我
の
本

二
一
七
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誓
学
研
究
　
第
五
百
五
十
五
号

質
は
「
無
限
な
努
力
」
で
あ
り
、
自
我
の
自
己
定
立
は
「
有
限
と
相
表
裏

す
る
無
限
し
で
あ
り
、
反
立
と
「
絹
即
」
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
　
（
二

三
八
頁
）
努
力
と
は
無
限
我
と
客
観
と
を
「
対
立
の
ま
ま
に
合
　
す
る
弁

証
法
的
統
…
」
で
あ
り
、
自
我
と
客
観
と
の
動
的
対
立
の
内
に
「
か
え
っ

て
両
者
の
合
舶
す
る
ゆ
え
ん
が
あ
る
」
の
で
あ
り
、
こ
れ
即
ち
「
対
立
の

統
ご
で
あ
る
。
（
工
一
二
九
頁
）
こ
の
対
立
の
統
一
の
根
底
に
は
自
我
の
「
自

知
の
要
求
」
が
あ
る
の
で
あ
り
、
有
限
と
無
限
と
の
緊
張
関
係
は
こ
の
自

我
の
自
知
の
要
求
に
も
と
っ
く
の
で
あ
る
。
（
二
四
　
頁
）

　
上
述
の
努
力
の
「
闘
接
的
」
9
・
冨
ひ
q
o
ぴ
q
6
。
び
な
論
証
に
対
し
て
フ
ィ
ヒ

テ
は
さ
ら
に
、
努
力
の
「
発
生
的
」
α
q
㊦
器
酔
慌
魯
な
演
繹
を
試
み
、
自
我

の
「
外
出
」
頃
霞
窪
ω
鷺
冨
ロ
の
根
拠
を
示
そ
う
と
す
る
。
自
我
に
鰐
す

る
他
か
ら
の
影
響
の
可
能
性
の
制
約
は
、
自
我
自
身
の
内
に
基
礎
づ
け
ら

れ
な
く
て
は
な
ら
ず
、
自
我
自
身
の
内
に
線
源
的
な
差
異
が
存
在
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
自
我
の
内
な
る
こ
の
異
種
駒
な
る
も
の
は
、
フ
ィ
ヒ
テ

に
よ
れ
ば
自
我
の
能
動
性
の
「
方
向
の
差
異
」
で
あ
る
。
（
一
西
五
頁
）
自

我
の
能
動
性
は
そ
の
方
向
に
お
い
て
「
遠
心
的
」
と
「
求
心
的
」
と
の
二

つ
を
持
つ
。
自
我
の
無
限
の
能
動
性
が
障
害
さ
れ
て
霞
己
自
身
の
内
へ
追

い
返
さ
れ
、
こ
こ
に
反
省
が
成
り
立
つ
。
こ
の
反
省
に
お
け
る
能
動
性
の

方
向
の
転
回
に
際
し
て
、
自
我
の
無
限
性
へ
の
要
求
を
尺
度
と
し
て
二
方

向
が
区
別
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
自
我
の
自
己
定
立
と
反
省
性
と
が
非
我
の

働
き
か
け
を
可
能
な
ら
し
め
る
制
約
で
あ
る
。
「
自
我
は
根
源
的
に
自
己

自
身
と
の
交
互
作
用
に
立
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
外
か
ら
の
影
響
を
可
能
に

す
る
の
で
あ
る
。
」
（
二
五
一
頁
）

　
こ
う
し
て
絶
対
我
と
知
性
我
と
の
童
要
反
立
の
総
合
を
め
ざ
し
て
努
力

一
二
八

の
概
念
に
至
り
、
さ
ら
に
こ
の
努
力
の
概
念
を
発
生
的
に
、
外
出
の
概
念

の
追
求
を
通
じ
て
遵
来
し
、
こ
こ
に
絶
対
我
と
知
性
我
と
実
践
我
と
の
合

一
点
が
、
絶
対
権
を
根
底
と
す
る
知
性
我
と
実
践
我
と
の
　
「
有
機
的
関

係
」
と
し
て
示
さ
れ
る
。
第
四
章
に
お
け
る
著
者
の
考
察
は
、
前
著
『
フ
ィ

ヒ
テ
知
識
学
の
研
究
』
以
後
の
研
究
成
果
で
あ
ろ
う
か
、
前
著
書
と
較
べ

て
格
段
の
進
展
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
は
例
え
ば
「
無
限
に
外
へ
向
う
能

動
性
の
こ
の
方
向
」
（
二
四
六
頁
）
や
「
第
三
者
」
（
二
四
八
頁
）
や
自
我
の

「
外
」
（
二
五
　
頁
）
等
に
関
す
る
考
察
等
随
処
に
見
ら
れ
る
。
特
に
第
三

節
以
下
の
「
衝
動
の
演
繹
」
や
「
憧
憬
」
に
関
す
る
考
察
は
前
著
書
に
は

全
く
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、
注
醒
に
値
す
る
。
そ
の
考
察
を
通
じ
て
、

有
限
と
無
限
と
を
合
一
す
る
実
践
的
努
力
に
対
応
す
る
自
我
の
内
的
な
カ

と
し
て
、
一
方
で
無
限
に
連
な
り
、
他
方
で
有
限
に
関
わ
る
と
い
う
「
衝

動
」
の
本
性
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
自
我
の
絶
対
性
と
努
力
の
無
限
性
と

は
「
相
表
裏
」
し
、
前
者
に
よ
っ
て
後
者
が
は
じ
め
て
可
能
と
な
り
、
逆

に
後
者
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
絶
対
我
は
自
ら
を
自
覚
し
得
る
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
著
者
は
両
者
の
関
係
を
「
対
立
の
統
一
の
典
型
」
（
二
八
八
頁
）

と
見
な
し
て
い
る
。

　
第
五
章
に
お
い
て
は
フ
ィ
ヒ
テ
後
期
へ
の
展
望
が
、
　
一
八
〇
一
年
の
絶

対
知
の
「
光
」
、
　
一
八
〇
四
年
の
「
真
理
論
」
・
「
現
象
論
」
、
　
一
八
〇
六
年

の
「
存
在
の
意
識
」
、
一
八
…
○
年
の
「
映
像
」
・
「
図
式
」
、
一
八
…
二
年

の
「
可
視
性
」
・
「
見
照
」
を
め
ぐ
っ
て
簡
潔
に
語
ら
れ
て
い
る
。
特
に
存

在
と
意
識
と
の
関
連
を
め
ぐ
っ
て
、
知
識
学
が
存
在
と
意
識
と
の
そ
れ
ぞ

れ
の
自
知
・
自
覚
と
し
て
「
相
即
」
構
造
を
な
し
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
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る
。
存
在
が
み
ず
か
ら
を
意
識
す
る
こ
と
と
、
意
識
が
存
在
を
意
識
す
る

こ
と
と
が
「
相
豊
前
」
す
る
と
こ
ろ
に
、
後
期
知
識
学
に
お
け
る
存
在
と

意
識
と
の
連
関
の
特
性
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
「
存
在
は
意
識
を
通
じ
て

は
じ
め
て
存
在
た
る
ゆ
え
ん
が
実
る
の
で
あ
り
、
逆
に
意
識
は
存
在
に
か

か
わ
る
と
き
に
は
じ
め
て
み
ず
か
ら
の
真
理
に
め
ざ
め
る
の
で
あ
る
。
」

（
三
二
五
頁
）

　
以
上
が
本
書
の
第
一
章
か
ら
第
五
章
に
わ
た
る
著
者
の
『
基
礎
』
全
篇

に
わ
た
る
考
察
の
概
略
で
あ
る
。
次
に
若
干
の
感
想
を
述
べ
て
批
評
に
か

え
た
い
と
思
う
。

二

　
論
ず
べ
き
点
は
多
い
が
、
今
は
部
分
的
な
問
題
は
す
べ
て
省
略
し
て
、

全
篇
に
わ
た
る
基
本
的
な
問
題
の
み
を
取
り
あ
げ
よ
う
。

　
ま
ず
理
論
的
部
門
に
お
け
る
「
独
立
的
能
動
性
」
と
「
交
互
的
能
動
受

動
」
と
の
相
互
連
関
か
ら
「
構
想
力
」
に
よ
る
統
一
に
至
る
過
程
に
つ
い

て
で
あ
る
。
い
や
し
く
も
フ
ィ
ヒ
テ
知
識
学
を
論
ず
る
者
で
、
自
我
の
定

立
・
非
我
の
反
立
・
両
者
の
可
分
性
に
よ
る
総
合
と
い
う
三
原
則
、
な
ら

び
に
実
践
的
部
門
に
お
け
る
努
力
・
当
為
の
立
場
を
そ
れ
な
り
に
理
解
せ

ぬ
者
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
初
学
者
が
よ
く
「
フ
ィ
ヒ
テ
は
難
解
で
あ

る
」
と
言
う
の
は
、
上
述
の
理
論
的
部
門
に
お
け
る
フ
ィ
ヒ
テ
の
煩
項
な

思
索
に
つ
い
て
い
け
ぬ
と
い
う
点
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は
こ
の
箇

処
に
お
け
る
問
題
の
所
在
を
適
確
に
把
握
せ
ぬ
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。
こ

こ
で
重
要
な
の
は
、
そ
の
出
発
点
に
お
け
る
、
非
我
に
よ
る
自
我
の
限
定

と
自
我
の
自
己
限
定
と
に
関
係
す
る
自
我
の
実
在
性
と
非
我
の
否
定
性
と

書
評
第
　
一

の
相
互
連
関
の
問
題
で
あ
る
。
本
来
自
我
に
は
全
実
在
性
が
属
し
、
そ
の

限
り
非
我
に
は
全
否
定
性
が
属
す
る
。
と
す
れ
ば
逆
に
自
我
に
否
定
性
が
、

非
我
に
実
在
性
が
属
す
と
い
う
こ
と
は
い
か
な
る
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
問
題
の
困
難
さ
を
捉
え
て
お
か
ね
ば
、
こ
の
箇
処
に
お
け
る
フ
ィ
ヒ

テ
の
思
索
の
意
義
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
困
難
な
課
題
に

対
す
る
解
答
の
基
礎
と
な
る
の
が
、
第
三
原
則
に
お
け
る
「
量
可
能
性
」

の
概
念
で
あ
り
、
こ
れ
が
理
論
的
部
門
に
お
け
る
質
的
か
ら
量
的
へ
の
移

行
、
実
在
論
と
観
念
論
と
の
関
連
、
交
互
限
定
等
の
可
能
性
を
開
く
の
で

あ
る
。

　
本
来
、
自
我
－
実
在
性
i
能
動
性
と
非
我
一
否
定
性
－
受
動
性
と
の
両

契
機
は
両
立
し
得
ず
相
互
に
相
手
を
否
定
し
あ
い
、
相
交
わ
る
と
い
う
こ

と
が
な
い
。
と
こ
ろ
が
自
我
と
非
我
と
は
、
ま
ず
そ
れ
ぞ
れ
独
立
に
存
在

し
て
、
そ
れ
に
あ
る
と
き
は
実
在
性
が
、
ま
た
あ
る
と
き
は
否
定
性
が
属

す
る
と
い
う
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
自
我
と
は
全
実
在
性
と
し
て
の
能

動
性
の
こ
と
で
あ
り
、
非
我
と
は
全
否
定
性
と
し
て
の
受
動
性
の
こ
と
で

あ
る
。
そ
し
て
実
在
性
と
否
定
性
、
能
動
と
受
動
と
の
相
関
が
自
我
と
非

我
と
の
関
係
な
の
で
あ
る
。
全
実
在
．
性
の
総
量
と
し
て
の
自
我
に
対
し
て

は
非
我
は
端
的
に
「
無
」
で
あ
る
。
両
者
の
間
に
は
何
ら
の
交
渉
も
な
く
、

そ
こ
で
は
相
互
限
定
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
が
相
互
に
限
定
可
能
と
な

る
の
は
、
ま
さ
に
第
三
原
則
に
お
け
る
「
量
可
能
性
」
の
概
念
に
よ
る
。

こ
れ
に
よ
り
自
我
と
雰
我
と
は
質
的
な
対
立
か
ら
量
的
な
対
立
へ
と
移
行

し
、
可
分
的
な
る
限
定
が
可
能
と
な
り
、
非
我
は
「
紺
碧
」
と
な
る
の
で

あ
る
。
そ
し
て
こ
の
可
分
性
に
よ
る
限
定
か
ら
そ
れ
以
後
の
す
べ
て
の
交

互
限
定
が
展
開
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
の
際
重
要
な
の
は
、
ま
ず
自
我

二
　
九
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20　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

2
　
が
実
在
性
の
総
量
を
保
持
し
続
け
る
と
い
う
こ
と
と
、
な
ら
び
に
実
在
性

　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
の
一
部
分
に
交
替
移
行
が
趨
こ
る
と
い
う
こ
と
と
で
あ
る
。
こ
の
両
者
が

　
　
同
時
に
起
こ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
絶
対
我
と
網
対
我
、
実
在
性

　
　
の
総
量
と
部
分
量
、
こ
の
二
つ
の
観
点
が
鞍
懸
に
働
か
な
く
て
は
以
後
の

　
　
知
識
学
は
展
開
し
な
い
の
で
あ
る
。
自
我
も
し
く
は
実
在
性
を
一
方
的
に

　
　
い
ず
れ
か
…
つ
の
観
点
か
ら
捉
え
る
な
ら
ば
、
知
識
学
の
動
的
展
開
過
程

　
　
の
す
べ
て
が
理
解
で
き
な
く
な
る
。
両
者
に
よ
り
知
識
学
は
展
開
し
、
か

　
　
つ
そ
れ
と
共
に
知
識
学
は
両
者
の
合
縞
を
め
ざ
す
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
著

　
　
者
の
言
う
「
対
立
の
統
こ
の
真
相
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
難
解
と

　
　
さ
れ
る
「
独
立
的
能
動
性
」
と
「
交
互
的
能
動
受
動
」
の
相
互
連
関
以
降

　
　
の
展
開
も
、
上
述
の
自
我
お
よ
び
そ
の
実
在
性
そ
れ
ぞ
れ
の
両
面
を
お
さ

　
　
え
て
お
か
ね
ば
理
解
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
著
者
は
自
ら

　
　
の
問
い
を
立
て
て
そ
れ
に
フ
ィ
ヒ
テ
を
し
て
解
答
せ
し
め
る
と
い
う
よ
り

　
　
は
、
あ
く
ま
で
も
フ
ィ
ヒ
テ
の
叙
述
に
即
し
て
考
察
を
進
め
よ
う
と
し
て

　
　
い
る
の
で
、
そ
の
探
究
の
あ
と
を
追
う
に
際
し
て
、
読
者
は
右
の
点
に
綱

　
　
心
の
注
意
を
払
い
つ
つ
、
フ
ィ
ヒ
テ
に
と
っ
て
、
著
者
に
と
っ
て
、
そ
し

　
　
て
読
者
自
ら
に
と
っ
て
何
が
当
面
の
問
題
な
の
で
あ
る
か
を
朗
確
に
把
握

　
　
し
つ
つ
前
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
次
に
著
者
の
『
基
礎
』
全
篇
に
わ
た
る
基
本
的
解
釈
を
示
す
「
対
立
の

統
一
」
に
よ
る
「
弁
証
法
」
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
フ
ィ
ヒ
テ
に
お

け
る
「
弁
証
法
」
が
ヘ
ー
ゲ
ル
弁
証
法
と
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。
本
書
全
篇
が
へ
！
ゲ
ル
流
の
弁
薙
法
に
対
す
る
フ
ィ
ヒ

テ
知
識
学
の
独
自
性
の
主
張
で
あ
る
。
ま
た
「
弁
証
法
」
と
い
う
概
念
が

二
二
〇

プ
ラ
ト
ン
か
ら
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
や
マ
ル
ク
ス
に
ま
で
及
ぶ
広
汎
な
哲
学
的

方
法
を
指
示
す
る
か
ぎ
り
、
「
弁
証
法
」
と
い
う
言
葉
の
み
に
よ
っ
て
フ
ィ

ヒ
テ
知
識
学
の
特
色
を
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
フ
ィ
ヒ
テ
知
識
学
に
つ

い
て
、
ヘ
ー
ゲ
ル
弁
証
法
の
意
味
で
弁
証
法
と
言
う
こ
と
は
著
者
の
意
に

全
く
反
す
る
こ
と
で
あ
る
し
、
か
つ
ま
た
広
義
の
弁
誰
法
な
る
言
葉
に
よ

っ
て
は
フ
ィ
ヒ
テ
知
識
学
の
立
場
は
何
ら
明
ら
か
に
な
り
は
し
な
い
。
そ

こ
で
ヤ
ン
ケ
に
し
て
も
著
者
に
し
て
も
夕
霞
の
限
定
詞
を
つ
け
て
「
制
限

的
弁
証
法
」
（
三
三
頁
）
と
か
「
対
立
の
統
　
の
弁
証
法
」
と
か
言
う
わ
け

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
著
者
は
「
対
立
の
統
…
」
を
ヘ
ー
ゲ
ル
に
も
認
め
て

い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
（
五
九
頁
）
、
こ
の
「
対
立
の
統
…
し
と
い
う
言
葉

に
よ
っ
て
も
直
ち
に
フ
ィ
ヒ
テ
知
識
学
の
特
性
が
明
示
さ
れ
て
い
る
と
は

言
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
著
者
の
言
う
「
対
立
の
統
ご
を
、
羅
純
に

フ
ィ
ヒ
テ
解
釈
上
の
諸
問
題
に
対
す
る
著
者
の
解
答
と
晃
な
す
こ
と
は
許

さ
れ
な
い
。
我
々
は
著
者
が
「
対
立
の
統
一
」
と
言
う
事
柄
の
内
実
を
理

解
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
我
々
が
知
識
学
に
お
け
る

フ
ィ
ヒ
テ
自
身
の
哲
学
的
思
惟
を
自
ら
追
遂
行
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
「
対
立
の
統
岨
」
と
は
著
者
に
よ
れ
ぽ
、
ヘ
ー
ゲ
ル
に
お
け
る
よ
う
な

「
対
立
の
宥
和
」
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
「
対
立
が
対
立
の
ま
ま
に

統
一
さ
れ
る
」
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
統
　
は
対
立
を
単
に
麿
和
さ

せ
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
「
対
立
が
あ
る
が
故
に
こ
そ
統
…
の
実
を
得

る
」
（
三
八
頁
）
の
で
あ
る
。
　
こ
の
こ
と
は
以
後
も
「
対
立
の
ま
ま
に
」
、

「
対
立
す
る
が
故
に
合
…
す
る
」
な
ど
と
し
て
随
処
に
見
ら
れ
る
著
者
の

基
本
的
な
見
解
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
対
立
は
あ
く
ま
で
対
立
で
あ
っ
て
統
一
で
は
な
い
。
対
立
が
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そ
の
ま
ま
に
統
一
で
あ
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
二
つ
の
項
の
対
立
緊

張
が
解
消
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
ま
ま
に
統
一
で
あ
る
と
い
う
こ
と
な

の
か
。
つ
ま
り
「
対
立
の
統
圃
」
と
は
「
対
立
が
統
一
さ
れ
る
」
こ
と
で

は
な
く
、
「
対
立
が
統
一
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ

う
で
あ
る
と
す
れ
ば
対
立
は
あ
く
ま
で
も
対
立
の
ま
ま
に
留
ま
る
の
で
あ

る
か
ら
、
そ
れ
は
対
立
そ
の
も
の
に
と
っ
て
の
統
一
で
は
な
く
、
対
立
を

対
立
の
外
か
ら
統
一
と
捉
え
る
者
に
と
っ
て
の
統
…
に
す
ぎ
な
い
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
す
る
と
既
に
対
立
の
根
底
に
対
立
を
対
立
の
ま
ま
に
統
…

と
捉
え
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
統
一
的
な
或
物
が
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
と
な
る
。
な
る
ほ
ど
著
者
も
「
対
立
の
根
底
に
す
で
に
あ
る
と

こ
ろ
の
統
一
」
（
四
四
頁
）
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
し
か
し
こ

の
対
立
の
根
底
に
あ
る
統
一
は
、
「
根
底
に
す
で
に
あ
る
」
と
は
言
う
も

の
の
、
対
立
の
外
に
静
止
的
に
存
立
し
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
「
対
立

の
場
に
対
立
を
通
じ
て
み
ず
か
ら
を
現
わ
す
」
（
四
四
頁
）
も
の
な
の
で
あ

る
。
著
者
に
よ
れ
ば
二
項
の
対
立
そ
の
も
の
が
両
者
の
統
…
を
裏
づ
け
、

対
立
と
統
「
と
は
「
相
表
裏
す
る
構
造
」
を
持
つ
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ

の
「
対
立
の
統
…
」
の
根
底
に
は
絶
対
我
の
自
己
実
現
の
要
求
が
あ
っ
て
、

そ
れ
は
「
対
立
の
統
ご
を
通
じ
て
は
じ
め
て
自
ら
を
展
開
実
現
し
得
る

の
で
あ
る
。
著
者
が
「
対
立
す
る
が
故
に
統
一
す
る
」
と
い
う
ゆ
え
ん
で

あ
る
。

　
一
面
、
自
我
は
そ
れ
自
体
絶
紺
的
、
無
限
で
あ
る
が
、
他
面
そ
の
自
己

実
現
は
有
限
の
中
に
お
け
る
「
対
立
の
統
…
」
と
い
う
形
を
通
じ
て
の
み

遂
行
さ
れ
る
。
こ
の
両
面
に
つ
い
て
も
著
者
は
「
相
表
裏
す
る
」
と
言
っ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
著
者
は
「
対
立
の
統
一
」
に
つ
い
て
語
る
際
つ
ね

書
　
評
第
　
一

に
「
相
即
す
る
」
と
か
「
表
裏
す
る
」
と
か
い
う
形
容
を
使
う
の
で
あ
る

が
、
果
し
て
そ
の
真
意
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
例
え
ば
甲
乙
二
項
の
相
即
と

い
え
ば
、
甲
が
甲
の
ま
ま
に
乙
、
乙
が
乙
の
ま
ま
に
甲
と
い
っ
た
両
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

直
接
的
相
互
転
換
、
区
別
な
き
融
合
、
不
二
一
体
を
意
味
し
、
甲
乙
表
裏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

す
る
と
言
え
ば
、
甲
と
乙
と
は
表
と
裏
と
し
て
区
別
さ
れ
な
が
ら
に
も
不

へ
　
　
ヘ
　
　
へ

離
一
体
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
思
わ
れ
る
。
表
が
な
け
れ
ば
裏
は
な
く
、

裏
が
な
け
れ
ば
表
は
な
い
。
両
者
一
体
で
は
あ
る
が
、
表
が
裏
で
あ
り
、

裏
が
表
で
あ
る
と
い
っ
た
よ
う
な
桐
即
構
造
と
は
違
う
。
さ
ら
に
ま
た
著

者
は
「
表
裏
す
る
」
と
い
う
言
葉
を
、
対
立
す
る
両
項
に
つ
い
て
も
、
対

立
と
統
　
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
そ
し
て
対
立
の
統
一
と
そ
の
根
底
に

あ
る
統
｛
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
同
じ
よ
う
に
用
い
て
い
る
。
こ
の
点
、

著
者
の
言
う
「
相
即
構
造
」
・
「
表
裏
構
造
」
に
は
な
お
解
明
の
余
地
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。

　
フ
ィ
ヒ
テ
知
識
学
の
展
開
過
程
に
お
い
て
各
段
階
で
の
対
立
が
総
合
さ

る
べ
き
で
あ
る
の
は
、
対
立
が
そ
の
ま
ま
矛
盾
で
あ
る
か
ら
、
と
い
う
の

で
は
な
く
、
対
立
の
存
す
る
こ
と
が
第
一
原
則
の
絶
対
的
同
一
性
と
矛
盾

す
る
と
い
う
点
か
ら
く
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
知
識
学
の
展
開
を
経
て
つ

い
に
は
実
践
的
部
門
に
お
い
て
、
こ
の
自
我
の
同
一
性
の
要
求
が
実
現
さ

　
ヘ
　
　
へ

る
べ
し
と
い
う
当
為
の
立
場
へ
と
収
敏
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
れ
は

「
対
立
の
統
…
」
を
通
じ
て
の
自
我
の
自
己
実
現
で
あ
り
、
同
時
に
自
我

の
自
覚
の
深
化
な
の
で
あ
る
。
　
「
対
立
の
統
　
」
は
「
対
立
の
統
…
の
自

覚
」
を
離
れ
て
は
あ
り
得
な
い
。
し
た
が
っ
て
知
識
学
に
お
い
て
「
表
裏

構
造
」
と
言
っ
て
も
、
そ
れ
は
単
な
る
表
裏
構
造
そ
の
も
の
を
指
す
だ
け

で
は
な
く
、
こ
の
表
裏
構
造
の
蓑
裏
相
即
性
の
自
覚
自
知
の
こ
と
な
の
で

二
二
一
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あ
る
。
そ
れ
故
こ
の
よ
う
な
自
覚
自
知
の
立
場
に
自
ら
身
を
置
く
こ
と
な

し
に
、
即
ち
知
識
学
に
お
け
る
フ
ィ
ヒ
テ
の
思
惟
そ
の
も
の
に
参
入
す
る

こ
と
な
し
に
、
著
者
の
言
う
フ
ィ
ヒ
テ
解
釈
上
の
鍵
概
念
で
あ
る
「
対
立

の
統
一
」
の
「
弁
証
法
」
な
ら
び
に
「
衰
裏
構
造
」
を
単
純
に
安
易
な
解

答
と
受
け
と
る
な
ら
ば
、
知
識
学
の
真
の
精
神
を
見
失
う
こ
と
に
な
る
。

そ
う
な
ら
ぬ
た
め
に
我
々
は
著
者
の
言
う
「
対
立
の
統
「
」
と
い
う
言
葉

で
は
な
く
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
十
分
に
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
し
、

そ
れ
に
は
フ
ィ
ヒ
テ
自
身
の
思
索
を
自
ら
追
遂
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
あ
る
。
我
々
が
そ
の
よ
う
な
姿
勢
を
も
っ
て
本
書
に
取
り
く
む
と
き

は
じ
め
て
、
本
書
に
お
け
る
著
者
の
意
図
も
報
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
世
界
の
フ
ィ
ヒ
テ
研
究
史
上
に
そ
の
例
を
見
な
い
『
全
知
識
学
の
塞

礎
』
全
篇
に
わ
た
る
著
者
の
綿
密
周
到
な
考
察
を
展
開
す
る
本
書
は
、
長

年
フ
ィ
ヒ
テ
と
共
に
哲
学
の
道
を
歩
ん
で
き
た
著
者
畢
生
の
労
作
と
し
て
、

今
後
長
く
我
国
の
フ
ィ
ヒ
テ
研
究
者
に
と
っ
て
必
読
の
書
と
な
る
こ
と
で

あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
八
七
年
三
月
記
。
）

（
筆
者
　
な
が
さ
わ
・
く
に
ひ
ご
　
同
志
社
大
学
文
学
部
〔
哲
学
〕
教
授
）

書
評
　
第
二

受
贈
ニ

小
川
継
漆
『
現
象
の
ロ
ゴ
ス
ー
構
造
論
的
現
象
学
の
試

み
』
（
本
文
、
二
三
〇
｝
貝
。
プ
ロ
・
ロ
ゴ
ス
、
浅
次
、
エ
ビ
・

群
ゴ
ス
、
＝
頁
。
註
、
文
献
表
、
人
名
・
事
項
索
引
、
二
六

百
ハ
。
勤
草
灘
里
房
、
　
昭
和
山
一
十
－
一
陥
牛
刊
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
　
村
　
直
　
正

　
現
象
学
は
今
田
に
至
る
ま
で
様
々
な
幽
会
い
を
通
し
、
そ
の
比
類
な
い

可
能
性
を
示
し
て
き
た
。
そ
の
中
で
も
、
構
造
論
的
思
惟
と
の
出
会
い
は
、

多
元
的
現
象
を
統
一
的
に
解
義
す
る
稔
り
豊
か
な
視
点
を
開
い
た
点
で
注

爵
に
値
す
る
が
、
こ
の
出
会
い
か
ら
、
現
象
学
自
身
が
何
を
受
け
取
り
展

開
さ
せ
て
行
く
か
は
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　
本
書
に
お
い
て
、
著
者
は
霞
ら
の
現
象
学
的
立
場
を
「
構
造
論
的
規
出

理
論
」
と
規
定
す
る
。
「
現
象
学
と
構
造
論
的
思
惟
と
を
も
っ
と
も
原
初

的
に
ま
た
徹
底
的
に
統
合
す
る
こ
と
」
（
V
）
、
こ
れ
が
本
書
の
根
本
的
企

図
で
あ
る
。
著
者
は
現
象
学
の
地
平
性
の
概
念
と
構
造
理
論
の
体
系
性
の

概
念
と
を
共
に
思
惟
し
、
現
出
性
の
次
尤
を
構
造
論
曲
思
惟
に
よ
っ
て
解

明
し
、
規
定
し
直
そ
う
と
す
る
。
現
旛
体
系
の
地
平
性
に
着
饅
し
た
「
関

連
性
の
現
象
学
」
が
、
本
書
に
お
い
て
著
者
が
霞
ら
に
課
す
課
題
で
あ
る
。

そ
の
際
著
者
は
、
ロ
ゴ
ス
を
「
言
葉
と
構
造
と
の
両
義
性
」
（
”
u
）
に
お
い


